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【方法】本報告は、The reporting of studies conducted using observational 
routinely-collected health data statementに準拠した。Diagnosis Procedure 
Combinationデータを活用し、肺がん手術前後のリハビリ、術前または術後のみ
のリハビリ、リハビリの未実施を比較し、肺炎発症に与える影響について検証す
るために、後向視的コホート研究を行なった。対象の包含基準は、2010 年 4 月
から 2017 年 3 月の間に新規の原発性肺がん（ International Statistical 













た。リハビリの実施状況は、術前後群 4,729名 (33.4%)、術前群 269名 (1.8%)、
術後群 2,105名 (13.9%)、非実施群 8,043名 (53.1%)であった。リハビリの実施
状況別に肺炎の発症をみると、術前後群 612名（12.6%）、術前群 66名（18.6%）、
術後群 376 名（16.5%）、非実施群 1631 名（19.9%）であった。多重ロジステ
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